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 9 月中旬、前道志・倉岳山（ 990ｍ）に

登った。倉岳山は、甲府方向に向かう中央

線 の 左 手 車 窓 に ひ と き わ 目 立 っ て 見 え る

ピラミッド型の山である。  

 午前 9 時、ＪＲ中央線鳥沢駅から登山

が始まる。薄曇りだが無風の好日。甲州街

道を東へ 10 分程歩き、「倉岳山」の道標に

従って右に入り、踏切を渡る。集落の中の

歩きが結構長く、虹吹橋を渡って 9 時 40

分、小篠貯水池に着き一休みした。きれい

な 園 地 に は ア ズ マ 屋 も あ り 、 池 を 隔 て て

仰 ぐ 倉 岳 山 の ど っ し り し た 姿 が 印 象 的 で

ある。  

 次 い

で ほ の

暗 い 杉

林 の 中

の 登 り 。

岩 が ゴ

ロ ゴ ロ

し た 小

篠 沢 の

中 を 右

に 左 に 、 ル ー ト 選 び に 神 経 を 使 い な が ら

登る。岩走る瀬音が耳にうるさい程。時折

り 出 会 わ す

ツ リ フ ネ ソ

ウ の 可 憐 な

姿 に 心 が 和

む 。 馬 頭 観

音 、 夫 婦 松

を 過 ぎ 、 や

っ と 沢 か ら

解 放 さ れ て 右 岸 の 急 斜 面 の ジ グ

ザグ登りになり、 11 時 10 分穴路

峠に到 着し た。そ の名 のと おり、

狭 い 稜 線 に 穴 ボ コ を え ぐ っ た よ

うな峠は、かってこの峠を行き来

し た 山 里 の 人 の 息 づ か い が 聞 こ

え る か の よ う に ひ っ そ り 静 ま り か え っ て

いた。  

 こ こ か ら 高 畑 山 （ 982ｍ ） を 往 復 す る 。

峠 か ら 西 へ ３ 回 程 登 り 下 り を 繰 り 返 し 、

最 後 に カ ヤ ト を か き 分 け て の 登 り 。 高 畑

山頂上到着 12 時。目の前の富士山が大き

く圧倒的な姿だった。  

 穴 路 峠 に 戻 り 、 今 度 は 本 日 の 本 命 の 倉

岳 山 に 向 か う 。 大 し た 行 程 で も な く 雑 木

林 の 中 の 若 干 の 登 り 下 り を 繰 り 返 す う ち 、

難なく 12 時 50 分、倉岳山山頂に到着し

た。山頂は東西に長広く 、数組の先客が弁

当 を 広

げ 賑 や

か に オ

シ ャ ベ

リ し て

い る 。

眺 望 は

木 立 ち

越 し で

あまり良くない。私も一角に座り込んで、

お 湯 を 沸 か し 、 の ん び り 昼 食 休 憩 を と っ

た。13 時 40 分出発、立野峠から月屋根沢

経由で下山する。頂上直下の急斜面 の後、

３ 回 程 ち ょ っ と し た 登 り 降 り を 繰 り 返 す

うちにいつの間にか立野峠。峠からは、暗

い 桧 林 の ジ グ ザ グ 下 り の 後 、 月 屋 根 沢 に

沿 う ほ の 暗 い 雑 木 の ト ン ネ ル の 中 の た だ

ただ長い下り。 15 時 40 分、ようやくＪ

Ｒ梁川駅にたどり着いた。標高差約 700ｍ、

手応え十分の駅前登山だった。  
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